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本日の議論の位置付け

 本年４月のエネルギー供給強靱化法の施行により、本合同会議において詳細設計を
とりまとめたFIP制度が開始される。

 本日はこれまでの本合同会議でのご議論・ご指摘を踏まえ行った情報公開、シミュレー
ションツールの公表についてご紹介させていただくとともに、FIP制度についての定量的
なシミュレーションを行い、本制度についての理解促進を図る。

 併せて、国内事例をご紹介させていただくことで、今後のFIP制度の円滑な導入・運営
や我が国における再エネのビジネスモデルのあり方についてご議論をいただきたい。











中間整理（第4次）の委員・有識者からの主な指摘
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 9月7日の委員会で議論された点については年度をまたいだネガティブな収益の減少というリスク
がある。情報の公開をすることで関係者間の安心感がはぐくまれるのではないか。

 今後の FIP 制度の活用を促す観点からも、事業者や金融機関にヒアリングや丁寧な説明をし
てほしい。

 事業者へ丁寧にヒアリングしていただいて、価格のシミュレーションなども行っていただきたい。

 できるだけ市場連動のFIPを活用してほしいこともあるため、再エネの導入の促進の点から周
知・広報が非常に重要だと思う。事務局の方で、是非事業者とコミュニケーションをとっていただ
きたい。
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1. 簡易シミュレーションとFIP制度における事業者
行動の変化

2. FIP制度におけるビジネスモデル

（参考）今後のFIP対象の拡大
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FIP制度 簡易シミュレーション

＜シミュレーションの前提＞
 ＦＩＰは前年の市場価格の影響を受けるため２年分試算
 N-1年度は市場価格8円/kWhで安定推移したと仮定
 バランシングコスト、非化石価値は勘案せず
 1ヶ月毎の発電量を1kWhと仮定

＜FIP事業者の算定＞
FIP事業者の収入＝市場収入＋プレミアム

プレミアム＝（基準価格（固定）ー参照価格）×kWh

参照価格＝前年度年間平均価格＋（当年度月間平均ー前年度月間平均）
＋非化石価値市場収入ーバランシングコスト

 シミュレーションツールを活用して詳細は検証可能であるが、以下の簡易的なシミュレーションで
FIP制度とFIT制度の比較を行うとともに、FIP制度にどのような収益機会があるのかを定量的
に示す。
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FITとFIPの２年間期待収益の単純比較まとめ

基準価格10円/kWh 基準価格20円/kWh 基準価格30円/kWh

FIT 240 480 720

FIP(市場価格変動) 240～267.9 480～507.9 720～747.9
FIP(市場価格下落) 248～275.9 480～507.9 720～747.9
FIP(市場価格高騰) 276～303.9 479.3～507.2 699.3～727.2

(単位：円)

 発電パターンを変えなかった場合、基準価格と市場価格の水準によってはFITと比較し
て増収もしくは減収となるケースもある。

※ 本シミュレーションはバランシングコスト、非化石価値取引、プロファイリングリスク等を勘案していない簡易シミュレーション値であることに留意。

※ FIPの期待収入はFITから発電パターンを全く変動させなかったケースと後述する一定のタイムシフトをさせたケースの値を記載。
タイムシフトの方法について創意工夫を行った場合上記以上の収益を獲得することも可能。

※ 詳細なシミュレーションについては次頁以降をご参照。
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（参考）FIP期待収益簡易シミュレーション（基準価格10円/kWh）

＜FIT＞

2年間合計収益 240.0円

2年間合計収益 240.0円

＜市場価格変動が少ないケース＞

単位：円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 7.0 6.0 6.0 8.0 7.0 4.0 6.0 8.0 9.0 10.0 7.0 7.0 85.0 7.08
プレミアム収入 3.0 4.0 4.0 2.0 3.0 6.0 4.0 2.0 1.0 0.0 3.0 3.0 35.0
単月合計 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 5.0 4.0 8.0 8.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 10.0 6.0 7.0 83.0 6.92
プレミアム収入 4.9 4.9 0.9 2.9 3.9 0.9 1.9 2.9 3.9 2.9 3.9 2.9 37.0
単月合計 9.9 8.9 8.9 10.9 9.9 6.9 8.9 10.9 11.9 12.9 9.9 9.9 120.0

N＋１年度
合計

年度平均

市場単価

N年度
合計

年度平均

市場単価

※本シミュレーションはバランシングコスト、非化石価値取引、プロファイリングリスク等を勘案していない簡易シミュレーション値であることに留意。
またFIT/FIPにおいて発電パターンが不変と仮定。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 120.0

N年度
合計

N＋１年度
合計





14

(参考)FIP期待収益簡易シミュレーション（基準価格20円/kWh）

＜FIT＞

2年間合計収益 480.0円

2年間合計収益 480.0円

単位：円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 7.0 6.0 6.0 8.0 7.0 4.0 6.0 8.0 9.0 10.0 7.0 7.0 85.0 7.08
プレミアム収入 13.0 14.0 14.0 12.0 13.0 16.0 14.0 12.0 11.0 10.0 13.0 13.0 155.0
単月合計 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 240.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 5.0 4.0 8.0 8.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 10.0 6.0 7.0 83.0 6.92
プレミアム収入 14.9 14.9 10.9 12.9 13.9 10.9 11.9 12.9 13.9 12.9 13.9 12.9 157.0
単月合計 19.9 18.9 18.9 20.9 19.9 16.9 18.9 20.9 21.9 22.9 19.9 19.9 240.0

N＋１年度
合計

年度平均

市場単価

N年度
合計

年度平均

市場単価

＜市場価格変動が少ないケース＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 240.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 240.0

N年度
合計

N＋１年度
合計

※本シミュレーションはバランシングコスト、非化石価値取引、プロファイリングリスク等を勘案していない簡易シミュレーション値であることに留意。
またFIT/FIPにおいて発電パターンが不変と仮定。
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(参考) FIP期待収益簡易シミュレーション（基準価格30円/kWh）
＜FIT＞

2年間合計収益 720.0円

2年間合計収益 720.0円

単位：円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 7.0 6.0 6.0 8.0 7.0 4.0 6.0 8.0 9.0 10.0 7.0 7.0 85.0 7.08
プレミアム収入 23.0 24.0 24.0 22.0 23.0 26.0 24.0 22.0 21.0 20.0 23.0 23.0 275.0
単月合計 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 360.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 5.0 4.0 8.0 8.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 10.0 6.0 7.0 83.0 6.92
プレミアム収入 24.9 24.9 20.9 22.9 23.9 20.9 21.9 22.9 23.9 22.9 23.9 22.9 277.0
単月合計 29.9 28.9 28.9 30.9 29.9 26.9 28.9 30.9 31.9 32.9 29.9 29.9 360.0

N＋１年度
合計

年度平均

市場単価

N年度
合計

年度平均

市場単価

＜市場価格変動が少ないケース＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 360.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
FIT収入 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 360.0

N年度
合計

N＋１年度
合計

※本シミュレーションはバランシングコスト、非化石価値取引、プロファイリングリスク等を勘案していない簡易シミュレーション値であることに留意。
またFIT/FIPにおいて発電パターンが不変と仮定。
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ピークシフトによる収益機会
 先述の簡易シミュレーションの結果の通り、基準価格と市場価格の推移によってはFIT制度下と
同じように常に出力を変えずに発電をした場合、一定の仮定をおいたケースでは、FITと比較して
期間収益が減少する可能性がある。

 他方、FIP制度が電力システム全体の社会コストを下げることを意図しており、市場の価格を踏ま
えてFIP電源の発電パターン変容を促していくことに、その主たる狙いがある。例えば、年間、月中、
日中の価格差を利用して市場価格が高い（=需要が高い）時間帯に売電することで簡易シ
ミュレーション上でも更なる収益を獲得することが可能。
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簡易的なタイムシフトシミュレーション（基準価格30円/kWh）
＜タイムシフトシミュレーションの仮定＞
 発電設備の出力３時間分の発電量をシフト。
 コマ毎の発電量が一定の発電設備（1ヶ月間あたりの出力が1kWh）
 毎日11時～14時（6コマ）に発電した電力量を17時～20時（6コマ） へ固定した時間帯をタイムシフト
 上記タイムシフトを1ヶ月行った場合の収益は1.16円/kWh

2年間合計収益 727.2円 (タイムシフトによる収益が27.9円)

※ 2021年年4月1日～2022年2月7日のシステムプライスの全48コマごとの平均価格のうち価格下位6コマ(3時間)から上位6コマ(3時間)へシフトした際の価格差を使用。
1日シフトをおこなったときの1kWhあたりの収益は平均価格差(11時～14時)17.72円/kWhー平均価格差（17時～20時）8.44円/kWh=9.29円/kWh

※ 1ヶ月あたり1kWhの取引量に補正すると1.16円（=9.29円/kWh×3時間÷24時間）
※ バランシングコスト、非化石価値は勘案していない。
※ タイムシフトの方法は貯水式の水力発電など電源特性によって様々な手段が考えられる。例えば蓄電池を設置することも考えられるが、その際は蓄電池を設置するコストがかかる

点とピークシフト以外の活用法からコスト回収をはかっていくことが考えられる点に留意。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 30.0 30.0 8.0 8.0 140.0 11.67
プレミアム収入 22.0 22.0 22.0 22.0 22.0 22.0 22.0 22.0 0.0 0.0 22.0 22.0 220.0
タイムシフト収入 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 13.9
単月合計 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2 373.9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市場収入 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 96.0 8.00
プレミアム収入 18.3 18.3 18.3 18.3 18.3 18.3 18.3 18.3 30.0 30.0 18.3 18.3 243.3
タイムシフト収入 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 13.9
単月合計 27.5 27.5 27.5 27.5 27.5 27.5 27.5 27.5 39.2 39.2 27.5 27.5 353.3

N＋１年度
合計

年度平均

市場単価

N年度
合計

年度平均

市場単価
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 FIT制度では、当初想定されていなかった国民負担の増大を防止するという観点から、事後的に蓄
電池併設し、当該蓄電池に充電して売電する場合、以下のルールが適用されている。
① 蓄電池に一度充電した電気を売電する際に、その電気を認定事業者にて区分計量し、FIT
外で売電する場合、調達価格の変更なしに事後的な蓄電池の併設を認める。

② そのような区分計量ができない場合、設備全体についてその時点の最新の調達価格に変更
することを条件に、事後的な蓄電池の併設を認める。

 また、FIP制度下の新規認定案件では、蓄電池併設によりFIP制度の趣旨である電力市場への
統合が促進されること、国民負担の増大の防止というFIT制度での上記扱いの趣旨を踏まえ、十
分にコスト低減された基準価格が適用される太陽光発電に限り、基準価格の変更なしに、事後的
な蓄電池併設を認めることが2021年２月に本合同会議でとりまとめで整理された。

 上記の各取扱いを踏まえると、現行ルールではFIT設備をFIP設備に移行して蓄電池を事後的に
設置をする場合は区分計量し、FIP外で売電をしない限り基準価格が変更される。他方、こうし
た取り組みはFIP制度の趣旨である電力市場への統合に資するためため、蓄電池の設置促進に
向けた検討を深めることとしてはどうか。

FIP移行認定案件の事後的な蓄電池併設の取扱い(太陽光発電設備)
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1. 簡易シミュレーションとFIP制度における事業者
行動の変化

2. FIP制度におけるビジネスモデル

（参考）今後のFIP対象の拡大
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FIP制度 国内事例紹介①（東芝ネクストクラフトベルケ）
 データを活用した高度な予測、最適取引、制御によって発電事業者の収益安定化と小売・需要

家に対する安定した再エネ電源の供給を実現。

 アグリゲーターが参照価格で買取、インバランスリスクを負担することにより、擬似的なFITスキーム
を構築することが可能。

相対取引
（参照価格取引）
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FIP制度 国内事例紹介②（エナリス）
 アグリゲーター兼小売電気事業者としてインバランスリスクを負担。

 また電力価値取引と再エネ価値取引を併せて相対契約で取引することで発電事業者の負担を
軽減。

相対取引
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1. 簡易シミュレーションとFIP制度における事業者
行動の変化

2. FIP制度におけるビジネスモデル

（参考）今後のFIP対象の拡大














